
産業振興で活力あふれるまちづくり

第1次産業
4,413人

分類不能
14人

計16,476人

第2次産業
3,452人

第3次産業
8,597人

（平成12年国勢調査）
◎就業構造

　
壱
岐
市
の
主
な
作
物
は
、水

稲
・
葉
た
ば
こ
・
肉
用
牛
の
基

幹
作
物
を
中
心
に
、メ
ロ
ン
・い

ち
ご
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
施

設
園
芸
や
野
菜
・
花
き
な
ど
を

取
り
入
れ
た
複
合
経
営
が
主

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、省
力
的
な
農
業
経

営
を
推
進
し
、生
産
組
合
な

ど
多
様
な
担
い
手
を
確
保
・
育

成
す
る
と
と
も
に
、水
源
涵
養

（
か
ん
よ
う
）や
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
、公
益
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
農
地
の
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
水
産
業
は
、好
漁
場
に
恵
ま

れ
、平
成
15
年
末
の
登
録
動

力
漁
船
は
２
２
９
１
隻
で
、イ

カ
・
ブ
リ
・マ
ダ
イ
・マ
グ
ロ
な
ど

を
主
要
漁
獲
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、岩
礁
地
帯
が
多
い
こ
と

か
ら
、ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
な
ど
の
磯

根
資
源
も
豊
富
で
す
。

　
今
後
は
、漁
業
の
安
定
生
産

の
た
め
、栽
培
漁
業
・
資
源
管

理
型
漁
業
の
推
進
に
よ
り
、資

源
の
積
極
的
な
増
大
と
適
正

な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
　
業

水
産
業



◎農家戸数

販　売　農　家 自給的農家 総　数

専　　　業

450

単位：戸

（平成12年 農業センサス）

第1種兼業

378

第2種兼業

1,759
566 3,153

◎米生産量・肉用牛飼育頭数・葉たばこ生産量、生産額

米

生産量（t）

5,200

生産額（百万円）

1,530

飼育頭数（頭）

11,689

生産額（百万円）

2,350

生産量（t）

307

生産額（百万円）

632

肉用牛 葉たばこ

（平成15年長崎県農林水産統計年報）

◎漁協組合員数・漁業生産量・漁業生産額

組合員数（正・准）（人） 漁業生産量（t） 漁業生産額（百万円）

3,913 9,657 7,154

（平成15年長崎県農林水産統計年報）

◎焼酎出荷数・うに販売額

焼酎出荷数（kl）

2,448

（平成15年）

うに販売額（百万円）

993

◎農家人口

就業人口　4,185 総数　12,916

単位：人

（平成12年 農業センサス）

漁
港
・
漁
場
の
総
合
的
な
整
備

や
沿
岸
環
境
保
全
の
取
り
組

み
な
ど
に
よ
る
安
定
し
た
生

産
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
業
は
、個
々
の
商
店
が
、

消
費
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

店
と
し
て
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、商
店
街
内
の
空
き
店

舗
を
減
ら
し
、活
気
あ
る
商
店

街
を
作
る
た
め
、買
物
客
が
積

極
的
に
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
な
ど
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
は
、通
年
型
観
光

機
能
の
充
実
、体
験
型
観

光
の
促
進
の
ほ
か
、外
国
か

ら
の
観
光
客
を
誘
致
す
る

な
ど
、国
際
観
光
の
推
進

も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、農
業
・
水
産

業
な
ど
異
業
種
と
の
連

携
を
推
進
し
、「
壱
岐
は

ひ
と
つ
」の
心
で
観
光
産

業
の
活
性
化
を
図
り
、

観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

商
工
業

観
光
業


